2014年度  一般社団法人長岡青年会議所

第2回  理事会
議事録
日　時:平成26年1月21日(火)　19:00～22:00
場　所:長岡グランドホテル　2階　末広の間
出席者:出欠表参照
1. 開会宣言



:大石慶太郎専務理事
2. JCI Creed 唱和


:杉本良輔理事
3. JCI Mission並びにJCI Vision 唱和
:近藤久嗣理事
4. JC 宣言文朗読並びに綱領唱和

:白瀬辰次理事
5. 長岡JC宣言唱和


:西山和里理事
6. 議事録作成人の指名


:総務広報委員会(北國真哉君)
7. 定足数及び配布資料の確認

:齋藤伸輔総務広報委員会委員長
定足数:19時03分、理事40名中36名の出席を確認。

定足数を満たし、会議の成立が宣言された。
事前配信資料:ファイル名 14riji-02
8. 理事長挨拶(別紙)


:佐田直人理事長
9. 直前理事長挨拶(別紙)

:村田靖直前理事長
10. 議長選出
定款第37条1項の規定により、佐田直人理事長が議長に選出された。

11. 前回議事録の承認(別紙)

:佐田直人理事長
(1) 第1回理事会議議事録の承認に関する件

第1回理事会議事録は、全会一致をもって承認された。
12. 審議事項

:佐田直人理事長
【A.特別議事】

(1) 2013年度事業報告書及び出向報告書（案）承認に関する件
村田靖2013年度理事長より1回目の上程が行われ、全会一致をもって承認された。
(2) 2013年度決算報告書（案）承認に関する件
村田靖2013年度理事長より1回目の上程が行われ、全会一致をもって承認された。
(3) 公益目的支出計画変更認可申請書 承認に関する件
大石慶太郎専務理事より1回目の上程が行われ、全会一致をもって承認された。
(4) 2月定時総会招集事項 承認に関する件
齋藤伸輔総務広報委員長より1回目の上程が行われ、全会一致をもって承認された。
【B. 一般議事】
(1) 2013年度会員交流委員会　一般社団法人長岡青年会議所　忘年会～We are one～事業報告 承認に関する件
髙頭明紀夫委員長より1回目の上程が行われ、全会一致をもって承認された。
(2) 経営心学委員会『千思万考』～考えに考え 考え抜け～ 承認に関する件
風間正信委員長より1回目の上程が行われ、全会一致をもって承認された。
(3) まちづくり委員会 通年事業「SOYがぁ～て枝豆-創造編-」承認に関する件
青木征一郎委員長より1回目の上程が行われ、全会一致をもって承認された。
(4) 長岡の未来特別委員会 特別会員交流事業「未来を創造する力」に関する件
佐藤直樹特別委員長より1回目の上程が行われ、全会一致をもって承認された。
13. 協議事項
(1) 経営心学委員会『千思万考』～考えに考え 考え抜け～ に関する件
風間正信委員長より2回目の上程が行われ、審議上程への動議がなされ、動議採決の全会一致をもって即時審議上程となった。
(2) まちづくり委員会 通年事業「SOYがぁ～て枝豆-創造編-」に関する件
青木征一郎委員長より2回目の上程が行われ、事業計画書の一部修正を前提として審議上程への動議がなされ、動議採決の全会一致をもって即時審議上程となった。
(3) まちづくり委員会 3月担当例会「SOYがぁ～て枝豆-キックオフ集会-」に関する件
青木征一郎委員長より1回目の上程が行われ、次回再協議となった。
(4) 長岡の未来特別委員会 特別会員交流事業「未来を創造する力」に関する件
佐藤直樹特別委員長より1回目の上程が行われ、事業計画書の一部修正を前提として審議上程への動議がなされ、動議採決の全会一致をもって即時審議上程となった。
14. 討議事項
なし
15. 報告・依頼事項
(1) その他
【報告1】灯籠委員会　難波俊輔委員長
　　　1月23日から26日に行われる京都会議の報告とセミナー参加依頼があった。
【報告2】青少年委員会　桑原望委員長
　　　　1月9日に行われた新年会について、報告協力依頼があった。
【報告3】おまつり委員会　丸山司委員長
　　　　1月22日に行われる第3回井戸端会議の参加依頼があった。
【報告4】髙頭明紀夫事務局長
　　　　2月1日に行われる2014年度第1回新潟ブロックコンファレンスの参加依頼があった。
16. 次回開催日の確認
日　時:平成26年 2月6日(木) 19:00～21:00
場　所:まちなかキャンパス長岡 3階 301会議室
17. 監事講評(別紙)


:丸山清貴監事

18. 閉会宣言



:大石慶太郎専務理事
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2014年度  一般社団法人長岡青年会議所

第2回  理事会
議事録(別紙)
8. 理事長挨拶



:佐田直人理事長

　本日も多くの理事の皆さんにご出席いただき、ありがとうございます。

　年明け早々の新年例会、新年会とたいへんお疲れ様でした。皆さんは、新年会でのご来賓や特別会員の方々との交流の中で、長岡JCの歴史を感じることができたでしょうか。私は、複数の特別会員の方から、今年のメンバーはとても積極的に行動しているねとのお言葉を頂戴し、非常に嬉しく思いました。また、多くのご来賓や特別会員の方々、そしてメンバーに、長岡JCの今年一年間の活動の方針を、しっかりと伝えることができたと感じております。私が最も伝えたかったことは、理事長所信の「メンバーへ」の部分です。一人ひとりがど真ん中に立って、共に活動していきましょう。
　今週末には京都会議が開催されます。京都会議に参加する一番の目的は、日本JC会頭の所信表明を拝聴することです。しかし、長岡JCから日本JCへ出向するメンバーは年々増加し、本年度は20名もの長岡JCメンバーが日本JCへ出向しています。出向メンバーは昨年から準備を重ねた各種セミナーを開催します。ぜひ、LOMナイトの前にそういったセミナーに参加して、出向メンバーを励まし、また勉強していただきたいと思います。私も一足先に京都入りし、皆さんをお待ちしております。京都でお会いしましょう。
9.　直前理事長挨拶


:村田靖直前理事長
　新年会も終わり佐田直人理事長も肩の荷が下りたことと思います。

　先日、長岡市出身の星野純子さんが追加でソチオリンピック代表に決まりました。長岡からまたオリンピック選手が誕生したことを、非常に嬉しく思います。オリンピック選手が努力を積み重ねて晴れの舞台に立つように、我々の活動も日々の努力の積み重ねです。そういった努力を続けることを諦めず、またメンバーの努力を認めてあげることができるのも、長岡JCの活動を根幹から支えるメンバーとして選ばれた理事の方々だと思います。より良い事業にするために、理事会が活発になることをご祈念申し上げて、理事会の挨拶とさせていただきます。
11. 前回議事録の承認


:佐田直人理事長
(1) 第1回理事会議事録の承認に関する件

Ｏ:丸山清貴監事

しっかりまとまった議事録です。
Ｏ:田中貴夫監事

よくできた議事録です。

【採決】挙手によって行なわれた。
【採決結果】佐田直人理事長
採決の結果、全会一致で承認となった。
12. 審議事項

:佐田直人理事長

【A.特別議事】

(1) 2013年度事業報告書及び出向報告書（案）承認に関する件
【説明】村田靖2013年度理事長
資料に基づいて説明が行われた。
【報告】倉重一郎君、西山和里君、佐藤直樹君、深田純君、石橋智宏君

報告書のとおり事業報告及び出向報告が行われた。

【採決】挙手にて行われた。

【採決結果】佐田直人理事長

全会一致で可決承認となった。

  (2) 2013年度決算報告書（案）承認に関する件

【説明】村田靖2013年度理事長

資料に基づいて説明が行われた。
【補足】五十嵐陽平2013年度専務理事
資料の詳細について補足説明が行われた。

【採決】挙手にて行われた。

【採決結果】佐田直人理事長

全会一致で可決承認となった。

(3) 公益目的支出計画変更認可申請書 承認に関する件
【説明】大石慶太郎専務理事
資料に基づいて説明が行われた。

【採決】挙手にて行われた。

【採決結果】佐田直人理事長

全会一致で可決承認となった。
(4) 2月定時総会招集事項 承認に関する件
【説明】齋藤伸輔総務広報委員長

資料に基づいて説明が行われた。

【採決】挙手にて行われた。

【採決結果】佐田直人理事長

全会一致で可決承認となった。

【B. 一般議事】
(1) 2013年度会員交流委員会　一般社団法人長岡青年会議所　忘年会～We are one～事業報告 承認に関する件
【説明】髙頭明紀夫委員長
忘年会の内容は毎年一緒ではなく、その年の理事会や委員会の方針で変えていく必要があると思います。慎重なる審議をお願い致します。

【採決】挙手にて行われた。

【採決結果】佐田直人理事長

全会一致で可決承認となった。

(2) 経営心学委員会『千思万考』～考えに考え 考え抜け～ 承認に関する件
【説明】風間正信委員長

本質を見抜く力を付けていただき、それが社業の成長につながれば、地域や国の発展にもつながると考えています。
Ｏ:杉本良輔理事
　事業計画書の室長確認日が誤っていますので、修正をお願いします。

Ｏ:齋藤伸輔委員長

　メンバー以外の人を呼ぶためには、具体的な内容を載せたパンフレットを配布するなど、参加したいと思わせるような工夫が必要です。

【採決動議】齋藤伸輔委員長
採決への動議がなされた。

【セコンド】長谷川啓理事

【動議採決】挙手にて行われた。

【採決結果】佐田直人理事長

全会一致で可決され、採決に移ることとなった。

【採決】挙手にて行われた。

【採決結果】佐田直人理事長

全会一致で可決承認となった。

(3) まちづくり委員会 通年事業「SOYがぁ～て枝豆-創造編-」承認に関する件
【説明】青木征一郎委員長

関係諸団体と共働し、長岡への愛着と誇りを醸成していけるように頑張ります。
【補足】諏方浩二室長

皆さんの意見を参考に、本事業に厚みを持たせてやっていきたいと思います。

【補足】大石慶太郎専務理事

予算に変更はありません。

Ｏ:杉本良輔理事
　商工会議所青年部とのコラボレーションも面白いと思います。

【採決】挙手にて行われた。

【採決結果】佐田直人理事長
全会一致で可決承認となった。

(4) 長岡の未来特別委員会 特別会員交流事業「未来を創造する力」承認に関する件
【説明】佐藤直樹特別委員長
特別会員の皆様としっかり交流することが大事だと思っています。来年60周年を迎えるにあたりまして、交流の中でしっかりお話を聞いて、未来を語ることができるところまで、しっかり設営させていただきます。
【補足】大石慶太郎専務理事

予算に変更はありません。

【採決】挙手にて行われた。

【採決結果】佐田直人理事長

全会一致で可決承認となった。

13. 協議事項
(1) 経営心学委員会『千思万考』～考えに考え 考え抜け～ に関する件
【説明】風間正信委員長

事業計画書に基づいて、前回からの修正点を説明した。

【補足】諏方浩二室長

事業計画書について委員会内で更に話し合いました。手法であるフィンランドメソッドは社業やJC活動の事業構築にも活用できるツールです。忌憚のないご意見をお願い致します。
【補足】大石慶太郎専務理事

前回から予算に変更はありません。

Ｑ:高橋渉理事

事前アンケートの中の、「本質を見抜く力」についての設問は誰が対象ですか。
Ａ:風間正信委員長

　メンバーと候補者の両方です。
Ｏ:近藤久嗣理事
　休日に長時間のセミナー開催で大変かと思いますが、趣旨をよく理解していただき、多くのメンバーの参加に結び付けてください。

Ｏ:西山和里理事
　前回の意見がしっかり反映されています。委員会メンバー一丸となって、入会候補者24名を集めるための取り組みをしてください。
Ｑ:倉重一郎理事
　新入会員候補者の方々に事業に参加していただき、JC活動をより理解していただくということですが、理解されたかどうかを確認するための手法を教えてください。
Ａ:風間正信委員長

　当日のアンケートで確認することとなります。
Ｑ:倉重一郎理事
　アンケートに新入会員候補者だけが回答する項目を作ってはいかがでしょうか。
Ａ:風間正信委員長

　委員会内でも議論しましたが、入会が直接的な目的ではありませんので、このような形になりました。

【審議動議】西山和里理事

審議への動議がなされた。

【セコンド】倉重一郎理事

【動議採決】挙手にて行われた。

【採決結果】佐田直人理事長

全会一致で可決され、即時審議上程することとなった。

(2) まちづくり委員会 通年事業「SOYがぁ～て枝豆-創造編-」に関する件
【説明】青木征一郎委員長

事業計画書に基づいて、前回からの修正点を説明した。

【補足】諏方浩二室長

長岡に愛着や誇りを持っていただけるように、継続した取り組みが必要です。そのツールが枝豆です。枝豆を通し愛着を持っていただき、発信を通じて、誇りを持っていただきたいと思います。
【補足】大石慶太郎専務理事

前回から予算に変更はありません。

Ｏ:井上賢太理事

　前回は枝豆の話に特化してしまいましたが、枝豆はあくまでツールとして、取り組みを通して関係者と協力し、長岡を継続して盛り上げるというご答弁で納得しました。
Ｑ:倉重一郎理事
　本事業を通じて、長岡に愛着と誇りを持つようになるのは誰ですか。

Ａ:青木征一郎委員長

　市民です。
Ｑ:倉重一郎理事

本事業だけではなくて、通年の対外対象者は誰ですか。
Ａ:青木征一郎委員長

　創造編では関係諸団体と市民協働でやっていくことが大切です。発信編では市民が主体と考えています。
Ｑ:倉重一郎理事

通年事業によって、長岡をどうしていきたいのですか。
Ａ:青木征一郎委員長

　長岡に誇りを持つ市民を増やしていきたいです。
Ｑ:倉重一郎理事

　長岡に誇りを持つという、具体的なビジョンを聞かせてください。
Ａ:青木征一郎委員長

　共に活動していく中で、共感することで笑顔になることが考えられます。
Ｏ:倉重一郎理事

　通年事業ですので、関係諸団体など色々な人と出会う時に、委員長として具体的に長岡をどうしたいのか、ビジョンをしっかり伝えることが大切だと思います。
Ａ:青木征一郎委員長

　継続したまちの発展には、それが枝豆でなくても色々な形で共感していくことが、非常に大切だと考えます。また、継続することで長岡が活気づき、発信につながり、誇りに変わっていくのだと思います。
Ｑ:池田治理事
　一年間の成果を報告し、それをもって事業を締め括るとの方針に変更はありませんか。もし、次年度以降のお考えがあればお聞かせください。
Ａ:青木征一郎委員長

　本年度のまちづくり活動にどのような意義があったのか、通年事業としての集大成を報告会という形で皆さんにお伝えしたいと思います。次年度へは、枝豆どうこうではなく、本年度のまちづくり活動の結果をしっかりと検証してお伝えします。
Ｏ:池田治理事

　これから多くの行政機関や諸団体、農家等を巻き込んで活動していくのだと思います。一年で成果を出すのは難しいでしょうが、関わった人たちの期待を裏切らないような活動にしていただけたらと思います。
Ｑ:池田治理事

　対外対象者の92団体には全て声掛けするのですか。
Ａ:青木征一郎委員長

　全て声掛けしようと考えています。
Ｑ:池田治理事

　リストに重複がありますので、もう一度精査してください。
Ｑ:長谷川啓理事
　対外対象者は関係諸団体となっていますが、長岡市民は含まれているのでしょうか。
Ａ:青木征一郎委員長

　創造編につきましては、含まれません。

Ｑ:長谷川啓理事
　事業目的(対外)に、「共に共感したい」とありますが、「共に」とは何と何を指しているのでしょうか。

Ａ:青木征一郎委員長

関係諸団体とまちづくり委員会、あるいは関係諸団体同士と考えています。

Ｏ:長谷川啓理事
「共に共感」は重複表現ですので、修正願います。
Ａ:青木征一郎委員長

　「共に」を削除します。
【審議動議】長谷川啓理事

事業計画書の一部修正を前提として、審議への動議がなされた。

【セコンド】桑原望委員長
【動議採決】挙手にて行われた。

【採決結果】佐田直人理事長

全会一致で可決され、即時審議上程することとなった。

(3) まちづくり委員会 3月担当例会「SOYがぁ～て枝豆-キックオフ集会-」に関する件
【説明】青木征一郎委員長

事業計画書に基づいて、前回からの修正点を説明した。

【補足】諏方浩二室長

「SOYがぁ～て枝豆」を三段跳びでイメージしていただくと分かり易いと思います。ホップが創造編、ステップが例会、ジャンプで皆さんに発信していきます。
【補足】大石慶太郎専務理事

予算に変更はありませんが、韮澤商店様の見積り金額が赤字になっていますので、修正致します。
Ｑ:倉重一郎理事

　事業目的(対内)に、「地域の宝を学んでいただき」とありますが、手法の中のどこに該当しますか。
Ａ:青木征一郎委員長

　手法の中では、②の創造編成果発表となります。なぜ枝豆に着目したのかも、皆さんに分かっていただきたいと思います。

Ｏ:倉重一郎理事

　この事業目的(対内)は、事業の手法を簡潔に書いているだけではないでしょうか。目的は大きく分けると三つあると考えます。一点目は、委員会が構築した地域の宝に共感して、メンバー同士の歩調を合わせること。二点目は、発信すべき内容を理解して発信の下地をつくること。三点目はメンバーがまちづくり活動の中心になっていることを認識させて、主体性を持って、通年事業をやり抜く気概を持つことではないでしょうか。特に三点目について、記載がありません。
Ａ:青木征一郎委員長

　再度、委員会内で議論します。
Ｏ:倉重一郎理事

委員会内で、背景と目的を今一度論理的に考えていただきたいと思います。
Ｑ:高野雅之理事

事業目的(対外)に主語がなく、分かりづらいです。また、事業目的(対外)の中に、「誰もが」とありますが、誰を指しているのですか。

Ａ:青木征一郎委員長

　参加される対外対象者という意味で書きました。分かりづらい点もありますので、再度、委員会内で議論します。
Ｑ:池田治理事

　事業目的(対外)に、「誰もが」とありますが、誰を指しているのですか。

Ａ:青木征一郎委員長

　参加される対外対象者や関係諸団体です。関係諸団体にはマスコミ関係者が多く含まれておりますので、今後の発信にご協力いただきたいと考えております。
Ｏ:池田治理事

　事業計画書に通年のスケジュールを添付してください。

Ｑ:大宮丈範理事
　対外対象者とは、マスコミ関係者を指しているのですか。
Ａ:青木征一郎委員長

　マスコミ関係者だけではなく、事業に関係した人を含みます。

Ｏ:大宮丈範理事
「取組」とすると一般的には相撲の試合を指しますので、送りがなを入れて「取り組み」と修正してください。
Ｑ:井上賢太理事
各種団体が例会に出ることでスタートラインに立ち、そこから発信していくということですが、まちづくり委員会が代表となって取りまとめて発信していくのか、それとも各種団体が各自で自由に発信していくのでしょうか。
Ａ:青木征一郎委員長

　各種団体を取りまとめて代表するわけではなく、まちづくり委員会が独自に主体となって発信します。その中でコラボレートできるところがあればやっていきたいと考えています。
Ｑ:井上賢太理事

　我々と共に発信しましょうという考え方でよろしいですか。

Ａ:青木征一郎委員長

　新しい地域の宝ということを認識していただくことと、長岡青年会議所のまちづくり委員会を応援してくださいという意味合いです。

Ｏ:倉重一郎理事

収支明細書の企画・演出費について、株式会社if様の映像制作費の細目が企画費で計上されていますが、演出費ではないのでしょうか。また、収支明細書では株式会社if様分をまとめて1つにしてもよいのではと思いますので、併せて精査願います。
Ｏ:西山和里理事

　アンケートの設問について、目的達成の検証になりますので、より具体性のある内容で作成してください。
Ａ:青木征一郎委員長

　精査します。
【結果】佐田直人理事長

次回、再協議となった。
(4) 長岡の未来特別委員会 特別会員交流事業「未来を創造する力」に関する件
【説明】佐藤直樹特別委員長

事業計画書に基づいて、前回からの修正点を説明した。

【休憩・延長動議】斎藤伸輔委員長

　5分間の休憩と30分間の延長の動議がなされた。
【セコンド】西山和里理事

【採決】挙手にて行われた。

【採決結果】佐田直人理事長

全会一致で可決承認された。

【補足】高橋一貴室長

新年会からの継続した交流事業と捉えていただいても結構です。佐田直人理事長が掲げるスローガン「温故知新」に直接的に対応する事業です。建設的なご意見をよろしくお願い致します。
【補足】大石慶太郎専務理事

消費税5％での見積りになっていますことをご了承願います。
Ｑ:久保和喜理事
事業実施に至る背景に「振返り」とありますが、「学び」とした方が適切ではないでしょうか。
Ａ:佐藤直樹特別委員長
「振返り」とした方がより大きいイメージを持てると考えています。
Ｑ:杉本良輔理事
「長岡JC魂」とはどういう意味合いで使われているのか教えてください。
Ａ:佐藤直樹特別委員長
過去に学び、今を知り、未来を描くところまでできて、初めて長岡JC魂だと考えます。
Ｑ:杉本良輔理事
事業実施に至る背景で、一つの文の中で「改めて」「今一度」と同じような意味の言葉を二度使う必要があるのでしょうか。
Ａ:佐藤直樹特別委員長
「改めて」を削除致します。
Ｑ: 倉重一郎理事

事業目的(対内)に「結束力をさらに高めます」とありますが、達成のための手法としてはどの部分が該当しますか。
Ａ:佐藤直樹特別委員長
事業全体におけるメンバー間、またメンバーと特別会員との交流を通してということになります。
Ｑ:倉重一郎理事

本年の工夫と期待される効果に「特別会員と膝を突き合わせ交流することで、活動に対する想いや考えを学び、共感することで絆を深め」とありますが、この絆はメンバー間のものですか、それともメンバーと特別会員のものですか。
Ａ:佐藤直樹特別委員長
メンバーと特別会員の絆です。
Ｑ:近藤久嗣理事

2005年の交流事業の際にはメンバーが特別会員を訪問しましたが、今回、特別会員にお越しいただくことにした経緯をお聞かせください。

Ａ:佐藤直樹特別委員長
訪問を歓迎してくださる特別会員の方ばかりではありません。交流事業に対する意識の高い特別会員に来ていただき、想いや考えをしっかりと学ぶことが重要だと考えます。
Ｑ:近藤久嗣理事

　交流事業の第3回目に「スローガンを考え」とありますが、どういう目的のスローガンでしょうか。
Ａ:佐藤直樹特別委員長
　次年度の60周年に向けたスローガンの材料とすることを視野に入れています。

Ｏ:井上賢太理事

　入会の浅いメンバーにも、事前に60周年事業の重要性を伝えてください。
Ｑ:井口明彦理事

　「長岡JC魂を確立する」とはどういうことですか。
Ａ:佐藤直樹特別委員長
　過去に学んで、未来を創造することができるようになることが「長岡JC魂の確立」だと考えます。
Ｑ:久保和喜理事

　参加推進方法で、特別会員のうち、昭和46年から48年生まれの方だけは「メールでご案内」とありますが、なぜですか。
Ａ:佐藤直樹特別委員長
　昭和46年生まれ以降の特別会員の皆様には、メールでの案内を了承いただいております。往復はがきの費用の削減もできていますし、メールであればリアルタイムに返信がいただけます。
Ｑ:高野雅之理事

　参考例からの引継事項は、本事業の中で活かされますか。
Ａ:佐藤直樹特別委員長
　類似する事業を参考例として記載しましたが、本事業には直接関係しないと考えています。
Ｏ:高野雅之理事
　事業実施に至る背景で「一般社団長岡青年会議所」とありますが、「一般社団法人長岡青年会議所」に修正願います。

Ａ:佐藤直樹特別委員長

　修正致します。

【延長動議】大谷実理事

　30分間の延長動議がなされた。
【セコンド】齋藤伸輔委員長
【採決】挙手にて行われた。

【採決結果】佐田直人理事長

全会一致で可決承認となった。
【審議動議】倉重一郎理事

事業計画書の一部修正を前提として、審議への動議がなされた。

【セコンド】西山和里理事

【上程採決】挙手にて行われた。

【採決結果】佐田直人理事長

全会一致で可決され、即時審議上程することとなった。

17. 監事講評



:丸山清貴監事

　理事の皆さんは、事前配信資料をしっかり読み込んで、積極的に発言してください。資料を読み込んだ上で一つも質問がないということは通常考えられませんし、文句のつけようがないというのであれば、手を挙げてその旨を発言しても結構です。理事としての責任を自覚し、役割を果たしてください。
　「2013年度事業報告書及び出向報告書（案）」、「2013年度決算報告書（案）」がそれぞれ承認されました。村田靖直前理事長のもと2013年度の活動で学んだことを活かして、2014年度の活動を素晴らしいものにしてください。それが、村田靖2013年度理事長への恩返しになります。特別議事では「公益目的支出計画変更認可申請書」、「2月定時総会招集事項」についても承認されました。特に質問は出ませんでしたが、もし分からないことがあれば必ず質問するようにしてください。

　一般議事並びに協議事項では、まず「2013年度会員交流委員会　一般社団法人長岡青年会議所　忘年会～We are one～事業報告」が承認されました。前回の理事会で審議への動議がなされず、持ち越しになった経緯がありましたが、新任理事の方々が議事の進行を学ぶ良い機会になったと思います。次に「経営心学委員会『千思万考』～考えに考え 考え抜け～」ですが、理事会で承認された時点で、事業実施日まで残り一ヶ月となってしまっています。上程スケジュールは委員会任せにせず、室長も交えてしっかりと管理してください。「まちづくり委員会 通年事業「SOYがぁ～て枝豆-創造編-」」は、審議が可決承認され、事業構築の実働に入っていきます。「どうして枝豆なんですか」と尋ねられたときの答えをしっかりと用意して、委員会メンバーで共有してください。「まちづくり委員会 3月担当例会「SOYがぁ～て枝豆-キックオフ集会-」」は次回再協議となりました。答弁の際には「おっしゃるとおりです。」で終わって無言になるのではなく、一言添えて返すなど心掛けてください。最後に「長岡の未来特別委員会 特別会員交流事業「未来を創造する力」」ですが、交流会の開催日と、私を含め多数のメンバーが出向している日本JC褒章委員会のセミナー開催予定日が重なっています。せっかく特別会員にお越しいただいて行う事業ですので、日程を調整するなど出向者に対する配慮があってもよかったと思います。
　次回はまちなかキャンパスでの開催になります。いつもと会場が違うから遅刻したなどということがないように気を付けてください。新たな試みには苦労も伴うでしょうが、ぜひとも積極的に挑戦していってください。
以上
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